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微量拡散分析法による

エタノー）レの簡易検出法について

理化学検査科 芳； 賀 義 昭

・1 はじめに

極めて微昼のエクノールを的確に，速やかに証

明する事はなかなか困難である。普通前処理とし

＇，て蒸留操作が行なわれ，精製（不純物の除去） ， 

濃縮の後に証明する方法が採られるが，試料が少

¢ない場合微量のアルコールを蒸留採取するのはか

；・なり面倒な事である。最近ガスクロによる方法が

亨行なわれ，低級ァルコール類の分離確認について

．；、•も種々の報告に接し夫々すぐれた方法であると思
、クが，ガスクロは何時でも，何処でも，と云うわ

けには行かない検体が血液のようなものの場合

は尚一層不便と困難を感じる。

従来行なわれている色々のエクノールの確認法

，例えば

ヨードホルム反応

塩化ベンゾイルによる反応

キサントゲン酸の反応

ヂアゾベンゼンスルフォン酸による方法

等，何れも反応の特異性や，鋭敏度に一長一短が

ある。

私はFritz Feigl 氏の Spot teatに

よる微量エクノールの定性試験法を追試してみた

が，たまたま微量拡散分析法を併用する事を思い

ついて利用してみた所，良い結果が得られたので

報告する。

Il 方 法

試薬

① 2 0伶モルフォリン溶液佃時調製

② 5 %ニトロプルシッドソーダ溶液（用時調製）

③ 1%重クロム酸カリ液(in5N-H但04)

器具

コンウエイ椋準ュニット

操作

ユニットの内室え，約 2c1A大の植紙片に，試薬

①と②を 1摘宛重ねて点滴したものを入れ，外室

には試薬⑧と試料を 1~2mt，混じないように採

I'.'ユニットの蓋をしてから揺り廻して外室の 2

液を混じ，室湿に放置する。

試中にエクノールが存在すれば， 10~2 0 

分後に内室濾紙上の試薬点滴斑が青変する。

呈色試薬をユニットの内室え直接滴下しておい

ても呈色はするが，確認だけならば濾紙に点滴し

たものを用いると造かに観察し易い

アルコールの酸化をMn02で行なう方法も考え

られるが， KMn04 液で行なうのは9まく行かな

い。此の方法でもアルデ1:::ドが生じるように記さ

れたものがあるが，良い結果は得られなかった。

皿原理

Morpholinはアムモニア様の臭気を持った

B• p l28゜のP ip er i d i n に似た液体で，次の

ような構造の 2級ァミンである。

--CH2 - Cl½----
HN o 
-----CH2 - CH2,,.,,--

予じめこのアミンとニトロプルシッドソーダ溶

液を混じておいたものえ，ェクノールを酸化して

得られるアセトアルデ1:::ドを作用させて発色させ

る方法で，通常脂肪族2級ァミンの検出に用いら

れる，所謂青木氏の反応（シモンの反応）によ

るものである。

i 

N 結果

L 確認限度
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ェクノールを水で稲沢し，種々の浪度のものを

作って，本法による確認限度を求めた。試料採取

量1rzt,室温約 20゚ ，放置時間 20分，でアルコ

ール濃度 20r／叫迄呈色を確認する事ができた。

飲酒しない乎常人の血液中にも(103伶(80r/

叫）程度のエクノールが存在すると云われるが，

試みに乎常人静脈血を採り，その1屈［について行

なうと陽性の反応を示す。尿についても行なつて

みたが，飲酒しない者の尿でも極＜淡い緑黄色を

呈する。人‘により，時によつて呈色色度に談淡が

あるが，これは反応陽性とは認め難い。＼

2. 反応,-c:要する時間 ＇ 

呈色反応のための放圏寺間であるが， Spot

の青色の狼さや最高の呈包乞に要する時間は試料

中のエク・ノー、ルの浪度に左右される。エクノール

の濃度が大であれば早く濃く呈色し，低浪度では

遅くて淡い。肉瞑内観察の結果では 20分間放置

で充分と考えられる。

a 特異性
手元にある薬品数種をえらんで，水に難溶性の

ものは飽和水溶液とし，可溶性のものは 1~3伶

水溶液として，同様の操作を行なった。えらんだ

薬品士次の 21種類である。

①メクノーJレ

②Nープロベノール

⑥ IBOープロペノーJレ

④ N ープクノール•

⑥NーアミルアルコーJレ

Rホルムアルデヒト・

⑦アセトアルデヒド

⑧ペンツアルデヒド

⑨フエノール

⑩グリセリン

⑪ギ酸

⑫酢酸

⑬Nーヘキサン

⑭Isoーオククン

⑮ア七トン（ジメチJレケトン）

⑮エーテル（ジエチルエーテル）

⑰ベンゾール

⑮クロロホルム

⑲酢酸アミル

⑳酢酸エチル

＠アムモニャ

このうちア七トアルデヒト・，メクノール，アセ

トン，ェーテル，酢酸エチル，に呈色が認められ

た。そこでアセトアルデヒドを除いた4者につい

て本法における鋭敏度の試験をした結果を表1に

示す。

表 l 種々試薬の稀釈試験

こ贔 1 2 4 8 I 6 3 2 64 128 256 512 

メクノール 士 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ± 
1 0 0 tfi 1 0 0 50 2 5 1 2. 5 6. 8 a1 柑 (l8 0. 4 a. 2 

エーテル ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 士
飽和7.k/J容悶 a.(-o ) 6 約'Z5 'Z 5 a. 7 5 L88 0. 9 4 (147 U2 4 0.1 2 Q. 0 3 0. 0 1 

アセトン ＋ ＋ ＋ ＋． ＋ ＋ ＋ ＋ 

1 0 0 % 10 0 50 2 5 1 2. 5 6. 3 a1 L6 0. 8 0. 4 0.2 

酢酸エチル ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 
飽和水溶液
約8.6，，， & 6 4.3 2.1 5 J 6 8 0. 5 4 0.27 (l18 (l0 7 0. 0 4 a0 2 

＋ー記号の下の数字は大略の％む丙す。

稀釈は水で倍数稀釈した。



9ベ

メクノールは 3伶程度以上の濃度で呈色するが

，最も涙＜呈色した場合でも淡い緑背色を呈する

に過ぎない。又，アセトンでは0.5伶以上の濃度

で呈色するが，淡い灰色がかった色に着色するの

で，エチルアルコールの場合の色調とは区別でき

る。 エーテルでは約0.1 1伶以上で，俳酸エチ

ルでは約0.03 7伶以上でエクノールと同様に呈色

を示す。

v考 察
エーテルや酢酸エチルが陽性反応を呈するのは

，試科中に当初ょりエクノールが存在するのでは

なくて，一般にエトキシ化合物 (-oc追 5)はクロ

ム酸で処理するとアセトアルデヒドを生じるから

，従て陽性反応を呈する事になるのであろう。

C2恥 OC訊 5+ 0→C西 OH+CHs CHO 

エチル基やエトキシ基を持ち，それがクロム酸で

加水分解をうけるものは本反応で陽性を呈するわ

けである。先に挙げた 21種の薬品及びエクノー

ルのうち酸化を行なわないで直接に呈色殿艇を加
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えた場合はアセトアルデヒドのみ陽性を示しね

尚実験はしていないが，この他にアクロレインや

数種のアルデヒド類（クロトンアルデヒト．，チグ

リンアルデヒド，プロピオンア）レデヒド）が此の

試薬に呈色すると云われる。

試薬の 2級ァミンは Morpho li nでなくても

良いが，他の 2級アミンは試薬として高価である。

VI むすび

結論として，本法はかなり高い鋭敏度を持ち，

通常行なわれるガスクロのそれに略々匹適すると

思われる。又操作が非常に簡単で，且つ適確であ

る点充分実用に供し得るものと考えた次第であるn
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